
 
 

 

名古屋祗園うどん・きしめん調査 

報告書 

名古屋なんでも調査団 
 

展示期間:令和元年 9 月 7 日(土)～9 月 19 日(木) 



名
古
屋
祇
園
う
ど
ん
・
き
し
め
ん
調
査
報
告
書 

  
 

令
和
元
年
六
月
、
名
古
屋
の
こ
と
を
ト
コ
ト
ン
調
べ

る
名
古
屋
な
ん
で
も
調
査
団
は
、
名
古
屋
名
物
の
う
ど

ん
・
き
し
め
ん
に
ま
つ
わ
る
風
習
や
歴
史
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
史
料
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。 

織
田
信
長
の
父
、
織
田
信
秀
の
時
代
に
は
尾
張
で
冷

麺
が
食
べ
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
曲
亭
馬

琴
が
そ
の
旅
行
記
『
羇
旅
漫
録
』
に
「
此
地
う
ど
ん
は

な
は
だ
よ
し
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
名
古
屋
の
う
ど
ん

は
美
味
し
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
名
古
屋
独
自
の
年
中
行
事
と
し
て
六
月
十
六

日
は
、
江
戸
時
代
に
は
「
嘉
祥
の
祝
儀
登
城
、
家
々
饂

飩
を
製
し
て
之
を
食
す
」
、
明
治
時
代
に
は
「
祇
園
饂
飩

を
食
す
」
（
『
名
古
屋
市
史 

風
俗
編
』
）
日
で
し
た
。

こ
の
「
祇
園
」
は
祇
園
精
舎
の
守
護
神
で
あ
っ
た
牛
頭

天
王
に
由
来
し
、
さ
ら
に
牛
頭
天
王
は
名
古
屋
の
氏
神

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
報
告
書
で
は
、
六
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で

実
施
し
た
名
古
屋
祇
園
う
ど
ん
・
き
し
め
ん
調
査
パ
ネ

ル
展
示
以
降
の
史
料
調
査
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

 



御
畳
奉
行
の
六
月
十
六
日 

  
 

六
月
十
六
日
に
名
古
屋
城
下
で
冷
麺
を
食
べ
る
風

習
が
「
甞
て
（
か
つ
て
）
」
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
の
は
天
野
信
景
の
『
塩
尻
』
で
し
た
。
こ
の
こ
と

が
記
さ
れ
た
の
は
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
と
推
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
の
頃
に
は
六
月
十
六
日

に
麺
を
食
べ
る
風
習
が
途
絶
え
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
も
考
え
ま
し
た
。 

 
 

し
か
し
、
天
野
信
景
と
交
流
の
あ
っ
た
朝
日
文
左
衛

門
重
章
の
日
記
『
鸚
鵡
籠
中
記
』
※
一

に
は
六
月
十
六
日

の
記
録
と
し
て
元
禄
九
年
・
十
五
年
・
十
六
年
・
宝
永

元
年
・
宝
永
二
年
に
「
切
麦
等
給
」
・
「
冷
麦
等
給
」
と

あ
り
、
元
禄
の
頃
に
も
名
古
屋
で
は
六
月
十
六
日
に
麺

を
食
べ
る
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

な
お
、
前
日
の
六
月
十
五
日
の
記
録
で
す
が
、
宝
永

二
年
（
一
七
〇
五
）
に
は
「
予
う
ど
ん
・
切
麦
を
調
し

祝
之
」
と
あ
り
、
文
左
衛
門
が
自
ら
う
ど
ん
を
作
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

※
一
『
名
古
屋
叢
書 

続
編
』
に
翻
刻
が
あ
り
ま
す
。 

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
か

ら
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
ま
で
の
日
記
で
、
そ
の
役
職
か
ら
『
元
禄
御
畳
奉
行

の
日
記
』
（
神
坂
次
郎
著 

中
央
公
論
社
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 



嘉
祥
の
う
ど
ん
（
祇
園
饂
飩
）
の
由
来 

  
 

天
野
信
景
は
、
六
月
十
六
日
の
風
習
は
「
嘉
定
（
祥
）
」

に
由
来
し
、
牛
頭
天
王
を
祭
る
津
島
神
社
の
御
葭
流
し

と
同
じ
く
「
六
月
祓
の
遺
風
」
だ
と
し
て
い
ま
す
。 

嘉
祥
は
、
江
戸
時
代
に
は
将
軍
か
ら
大
名
・
旗
本
に

菓
子
を
賜
る
行
事
と
し
て
定
着
し
、
諸
国
に
広
ま
り
し

た
。
名
古
屋
で
も
「
嘉
祥
の
祝
儀
登
城
」
が
行
わ
れ
、

「
家
々
饂
飩
を
製
し
て
之
を
食
す
」
の
で
す
が
、
江
戸

な
ど
で
は
十
六
個
の
餅
や
菓
子
、
あ
る
い
は
十
六
文
で

食
べ
物
を
用
意
し
て
食
べ
る
こ
と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

『
東
都
歳
事
記
』（
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
成
立
）
に

「
家
々
餅
を
製
す
」
と
あ
る
よ
う
に
他
の
地
域
で
は
嘉

祥
の
食
べ
物
は
「
餅
」
で
し
た
が
、
名
古
屋
で
は
な
ぜ

か
「
饂
飩
」
で
し
た
。
こ
の
違
い
が
生
じ
た
理
由
を
示

唆
し
て
く
れ
る
の
が
尾
張
藩
の
書
物
奉
行
を
務
め
た

松
平
秀
雲
（
君
山
）
の
見
解
で
す
。
松
平
秀
雲
は
『
年

中
行
事
故
実
考
』
で
、
そ
の
由
来
を
「
三
伏
湯
餅
」
だ

と
し
ま
す
。
中
国
で
は
も
と
も
と
小
麦
粉
を
水
な
ど
で

こ
ね
た
も
の
を
「
餅
」
と
呼
び
、
こ
の
餅
を
ゆ
で
た
も

の
が
「
湯
餅
」
で
、
現
在
の
麺
類
の
祖
先
※
二

な
の
で
す
。 

 

※
二
『
世
界
大
百
科
事
典 

二
八 

改
訂
新
版
』 

平
凡
社 

二
〇
〇
七
年 

一
四
〇
頁 

 

へ
い 



 
 

 

『年中行事故実』(市 16－90) 松平秀雲は、6 月 16 日に「温飩を食す是ハ三伏湯餅を食ふ」とし、その出典

は中国で 6 世紀半ばに成立した『荊楚歳時記』だとしている。 

 



尾
張
・
名
古
屋
の
「
き
し
め
ん
」
の
初
出 

 

◎
尾
張
の
「
き
し
め
ん
」
の
初
出
？ 

「
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
七
月 

犬
山
中
本
町
諸
高
・

職
人
手
間
お
よ
び
諸
品
売
値
段
引
下
げ
に
つ
き
書
上

帳
」（
『
愛
知
県
史 
資
料
編
十
六 

近
世
二
』 

愛
知
県 

二
〇

〇
六
年
） 

 

一 

う
と
ん 

是
迄
十
弐
文
う
り 

此
代
拾
文
ニ

引
下
ケ 

一 

き
し
め
ん 

是
迄
十
六
文
う
り 
此
代
十
四
文
ニ

引
下
ケ 

（
犬
山
市
大
島
家
文
書
） 

 

◎
名
古
屋
の
「
き
し
め
ん
」
の
初
出
？ 

『
守
貞
謾
稿
』 

 

喜
田
川
守
貞
著 

慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
成
立 

 

又
イ
モ
川
ト
云
ハ
昔
ノ
温
飩
ノ
名
物
ノ
地
名
（
中
略
）

今
世
江
戸
ニ
テ
平
打
ノ
温
飩
ヲ
ヒ
モ
カ
ハ
ト
号
リ
革

製
ノ
紐
ニ
似
タ
ル
故
ト
イ
ヘ
モ
切
革
紐
ナ
ラ
バ
革
紐

ト
云
ベ
キ
シ
ヒ
モ
カ
ハ
ト
云
ハ
芋
川
ノ
傳
訛
ナ
ラ
ン

又
因
ニ
云
今
江
戸
ニ
テ
ヒ
モ
カ
ハ
ト
云
平
打
ウ
ド
ン

ヲ
尾
ノ
名
古
屋
ニ
テ
ハ
キ
シ
メ
ン
ト
云
シ 

 



 
 

 『守貞謾稿  巻五』（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2592394 コマ番号 38） 

国立国会図書館デジタルコレクションより 

 



名
古
屋
名
物
き
し
め
ん
は
「
一
八
」
だ
っ
た 

  
 

江
戸
時
代
に
平
打
ち
め
ん
と
し
て
有
名
だ
っ
た
の

は
「
芋
川
」
で
、
『
守
貞
謾
稿
』
に
よ
れ
ば
こ
の
芋
川

が
転
じ
て
江
戸
で
は
「
ヒ
モ
カ
ハ
」
と
な
り
、
同
様
の

も
の
が
名
古
屋
で
は
「
キ
シ
メ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
た
だ
、
名
物
と
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
す
。 

名
古
屋
な
ん
で
も
調
査
団
調
べ
で
は
、
泉
鏡
花
が
明

治
三
五
年
に
発
表
し
た
『
名
古
屋
見
物
』
※
三

に
、
き
し

め
ん
に
つ
い
て
「
是
は
他
所
に
は
類
が
無
か
ら
う
」
と

い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
、
明
治
二
一
年
の
『
愛
知
縣
下

商
匞
便
覧
』
の
「
名
古
屋
區
廼
部
」
に
当
時
の
名
産
品

の
一
つ
と
し
て
「
一
八 

う
ど
ん 

き
し
め
ん
」
と
書
か

れ
た
看
板
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
明
治
二
一
年

に
は
き
し
め
ん
が
名
古
屋
名
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
二
一
年
発
行
の
笹
川
臨

風
の
回
顧
録
『
明
治
還
魂
紙
』
※
四

に
は
、
明
治
十
四
年

か
ら
十
八
年
ま
で
の
愛
知
県
中
学
校
時
代
の
思
い
出

と
し
て
「
名
古
屋
名
物
の
き
し
め
ん
は
一
杯
八
厘
」
と

あ
り
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

※
三
『
新
編
泉
鏡
花
集 

別
巻
一
』 

岩
波
書
店 

二
〇
一
五
年 

一
七
二
頁 

 
 

※
四
『
明
治
文
学
全
集 

九
九
』 

筑
摩
書
房 

一
九
八
〇
年 

一
二
〇
頁 



 
 

 

『愛知縣下商匞便覧』（川崎源太郎著 龍泉堂 明治 21 年）より。「名古屋區廼部」（名古屋区の部の中表紙）

には尾張大根などの当時の名産品が描かれており、その中に「一八 うどん きしめん」の看板もあります。 

国立国会図書館デジタルコレクション（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/803604 コマ番号 5）では、明治

21 年 3 月の発行年月を押印したものがインターネット公開されていますが、鶴舞中央図書館所蔵のものは発

行年月が押印されていません。これと同じ図が明治 21 年 6 月出版の『尾陽商工便覧』にもあり、鶴舞中央図

書館では国書刊行会による和装本の複製を所蔵しています。また、『尾陽商工便覧』と『参陽商工便覧』を抜

粋して複製した『愛知商売繁昌図絵』（ブックショップ「マイタウン」 1988 年）には目次があり、店名や住

所から調べることができて便利ですが、「名古屋區廼部」の中表紙は省略されています。同書には明治 17 年刊

の『尾三農商工繁昌記』の影印も収録されており、その中には「温飩 住吉町 一八」の記載があります。 



江
戸
時
代
に
誕
生
し
た
「
二
八
な
る
者
」 

  

「
一
八 

う
ど
ん 

き
し
め
ん
」
の
「
一
八
」
の
意
味
を

理
解
す
る
に
は
、
ま
ず
「
二
八
」
に
つ
い
て
知
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
成
立
の
『
江

戸
繁
昌
記
』
に
よ
る
と
、「
二
八
な
る
者
」（
二
八
蕎
麦
）

は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
「
二
八
」
の
意
味
は
一
冊
の
本
※
五

に
な
る
く
ら
い
謎

に
包
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
蕎
麦
粉
八
、
う

ど
ん
粉
二
の
割
合
だ
っ
た
と
す
る
説
※
六

が
有
力
な
よ

う
で
す
。
の
ち
に
蕎
麦
一
杯
の
値
段
が
十
六
文
と
な
り
、

二
と
八
を
か
け
る
と
十
六
に
な
る
こ
と
か
ら
「
二
八
」

が
蕎
麦
屋
の
代
名
詞
と
な
り
ま
し
た
。 

蕎
麦
粉
と
う
ど
ん
粉
の
「
割
合
」
か
ら
「
値
段
」
へ

と
「
二
八
」
の
意
味
が
変
化
す
る
と
、
「
二
八
」
は
同

じ
値
段
の
う
ど
ん
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
広
く

定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
『
守
貞
謾
稿
』

に
よ
る
と
、
幕
末
に
物
価
が
上
が
っ
て
蕎
麦
や
う
ど
ん

の
値
段
が
一
杯
二
十
四
文
に
な
り
、
看
板
か
ら
「
二
八
」

が
除
か
れ
て
も
「
三
八
」
と
は
呼
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

※
五
『
蕎
麦
と
江
戸
文
化 

二
八
蕎
麦
の
謎
』 

笠
井
俊
彌
著 

雄
山
閣
出
版 

一
九
九
八
年 

※
六
「
善
庵
随
筆
」
（
『
日
本
随
筆
大
成 

第
一
期
第
十
』 

吉
川
弘
文
館 

一
九
七
五
年
） 

 



史
料
に
見
る
名
古
屋
の
「
二
八
」
（
そ
の
一
） 

 

『
尾
陽
名
物
真
那
板
文
台
』 

安
永
七
年
（
一
七
七
八
） 

「
真
那
板
（
ま
な
い
た
）
」
と
あ
る
と
お
り
、
食
べ
物
を
役
者
に
見
立
て
た
尾
張

の
食
べ
物
評
判
記
。
評
者
の
一
人
の
名
前
は
「
嘉
定
斎
う
ん
ど
ん
」
。 

 

上
上
士 

冷
麦
長
白 

頭
取
曰 

芝
居
ハ
町
々
に
無
い
所
も
な
し
。
別
而
巾
下

の
海
老
屋
町
并
い
な
り
前
、
を
び
た
ゞ
し
。
上
中
下

の
見
物
、
口
に
合
ひ
ま
す
。
此
度
袋
入
毛
見
の
家
土

産
の
狂
言
に
、
有
松
家
の
若
と
の
二
八
之
助
の
役
、

初
段
に
む
か
ふ
下
り
の
舞
台
に
て
、
拍
子
事
、
往
来

の
足
を
と
ゞ
め
ま
す
ぞ 

見
功
者 
鉢
巻
し
た
る
気
を

い
組
に
、
む
し
ろ
の
中
へ
入
り
ふ
ま
れ
、
無
念
を
こ

ら
へ
、
身
持
放
埓
に
て
百
花
や
ど
へ
行
き
、
家
に
伝

ハ
る
薬
味
入
の
雌
龍
の
小
皿
を
う
し
な
ひ
、
勘
当
請

け
、
唐
人
の
薬
う
り
シ
ツ
ポ
コ
と
姿
を
や
つ
し
、
粉

引
が
歌
に
合
わ
せ
、
さ
め
ぬ
内
に
と
い
そ
い
で
道
中

迄
、
中

〱
よ
ふ
つ
ゞ
き
ま
し
た 

頭
取
曰 

後
に
勘

当
ゆ
り
て
、
こ
せ
う
折
形
蝶
之
助
を
つ
れ
、
後
段
め

に
出
ら
る
ゝ
所
、
色
白
に
や
わ

〱
と
し
て
、
て
ん
せ

い
の
持
ち
ま
え
へ
、
中

〱
三
都
に
ハ
な
い
ぞ

〱
。 

 

（
『
名
古
屋
叢
書 

第
十
六
巻
』 

愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会 

一
九
八
二
年 

二
三
一
頁
） 

 



史
料
に
見
る
名
古
屋
の
「
二
八
」
（
そ
の
二
） 

 
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
四
編
で
は
七
里
の
渡
か
ら

桑
名
へ
行
っ
た
は
ず
の
弥
次
と
北
八
が
、
宮
（
熱
田
）

か
ら
名
古
屋
ま
で
見
物
す
る
膝
栗
毛
文
芸
の
一
つ
『
名

古
屋
見
物
四
編
の
綴
足
』
（
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

成
立
）
に
も
名
古
屋
の
「
二
八
」
が
登
場
し
ま
す
。 

 

〽 北

時
に
此
温
飩

う

ど

ん

や
を
見
な
せ
へ
。
両
側

り
や
う
が
は

に
向 む

か

ひ
や
つ
て
。

う
ど
ん
が
。
に
ら
め
つ

白

眼

。
く
ら
を
す
る
だ
ろ
ふ 

〽 弥

次

よ
く
悪
口
を
き
く
お
と
こ
だ
。
こ
つ
ち
の
よ
ふ
に
。

人
柄

ひ

と

が

ら

に
や
ん
ね
へ 

色
里

い

ろ

ざ

と

の
こ
ゝ
ぞ
出
口

で

ぐ

ち

の
柳

や
な
ぎ

屋
に 

呼 よ

び
こ
ま
れ
て
ハ
な
び
く
旅
人

た

び

び

と 

〽 北

こ
い
つ
は
。
お
も
し
ろ
だ
ぬ
き
だ
。
わ
つ
ち
も
屓 ま

け

や

ァ
し
ね
へ
。
や
つ
ぱ
り
。
家
名

い

え

な

で
。
や
ら
か
し
。
や
し

や
う 

名
も
高
く
聞 き

こ

へ
し
不
二

ふ

じ

の
大
竹

お

ふ

た

け

や 

う
ど
ん
の
色
も
雪
の
し
ろ
た
へ 



 
 

 
『名古屋見物膝栗毛』(市 16-78)に弥次と北八が「大竹屋 二八うどん」の看板の前を歩く挿絵があります。

市史本は前編上下の写本で、『名古屋叢書 第 14 巻』には（愛知県郷土資料刊行会 1982 年）前編上下・後編

上下の翻刻があります。 

 



「
一
八
」
は
値
段
か
ら
屋
号
に
な
っ
た 

  
 

そ
の
は
じ
ま
り
を
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
だ
と
す

る
と
、
江
戸
で
は
蕎
麦
屋
、
上
方
や
名
古
屋
で
は
う
ど

ん
屋
の
看
板
の
定
番
と
な
っ
た
「
二
八
」
は
、
江
戸
時

代
末
ま
で
約
二
百
年
に
わ
た
っ
て
続
き
ま
し
た
。 

明
治
維
新
に
よ
り
貨
幣
制
度
も
改
め
ら
れ
、
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
に
円
・
銭
・
厘
が
誕
生
し
ま
す
。
前

述
の
と
お
り
笹
川
臨
風
の
回
顧
録
に
よ
れ
ば
明
治
十

年
代
の
き
し
め
ん
の
値
段
は
「
一
杯
八
厘
」
で
し
た
。

ま
た
、
明
治
二
十
年
発
行
の
『
工
商
技
芸
看
板
考
』（
坪

井
正
五
郎
著 

哲
学
書
院
）
に
は
「
一
八
と
は
一
八
が
八

に
て
即
ち
一
杯
八
厘
と
い
ふ
意
」
と
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
『
名
古
屋
メ
ン
』（
大
竹
敏
之
著 

リ
ベ
ラ
ル
社 

二
〇
一
二
年
）
に
は
「
一
八
本
店
」
（
中
区
橘
一
丁
目
）

の
次
の
よ
う
な
貴
重
な
証
言
が
あ
り
ま
し
た
。
「
か
つ

て
は
市
内
に
30
軒
以
上
、
現
在
も
10
軒
ほ
ど
が
「
一
八
」

の
の
れ
ん
を
掲
げ
て
い
る
。
「
店
名
は
創
業
時
の
値
段

に
か
け
た
も
の
。
『
一
杯
八
厘
』
と
か
だ
と
思
う
ん
で

す
が
、
お
金
の
単
位
は
今
で
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
」

と
4
代
目
。
」 

 



  
 

名
古
屋
祇
園
う
ど
ん
・
き
し
め
ん
調
査
の
最
後
に
、

驚
く
ほ
ど
多
く
の
き
し
め
ん
店
が
ひ
し
め
く
「
き
し
め

ん
王
国
駅
」
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

明
治
十
九
年
、
現
在
地
よ
り
南
の
笹
島
に
名
護
屋
駅

（
翌
年
に
名
古
屋
駅
と
改
称
）
が
開
設
し
ま
し
た
。 

き
し
め
ん
が
構
内
に
登
場
し
た
の
は
、
三
代
目
名
古

屋
駅
本
屋
が
完
成
し
た
昭
和
十
二
年
の
こ
と
で
、
東
京

式
そ
ば
の
店
で
き
し
め
ん
も
美
味
し
い
と
評
判
だ
っ

た
「
や
ぶ
そ
ば
」
が
地
下
商
店
街
の
中
に
出
店
※
七

し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
名
古
屋
駅
ホ
ー
ム
へ
の
進
出
を
果
た

し
た
の
は
、
㈱
ジ
ャ
パ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス

で
し
た
。
同
社
は
昭
和
三
六
年
に
東
海
道
線
の
三
・
四

番
線
と
五
・
六
番
線
の
二
店
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和

五
八
年
に
は
新
幹
線
ホ
ー
ム
に
も
出
店
※
八

し
ま
す
。
前

述
の
『
名
古
屋
メ
ン
』
に
よ
る
と
、
出
版
当
時
は
十
二
・

十
三
番
線
を
除
く
七
つ
の
ホ
ー
ム
に
合
計
十
二
の
立

ち
食
い
き
し
め
ん
ス
タ
ン
ド
が
あ
り
ま
し
た
。
気
に
な

る
「
き
し
め
ん
王
国
駅
」
の
現
在
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ

あ
な
た
の
目
と
舌
で
調
査
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
七
『
新
名
古
屋
驛
竣
工
特
輯
號
（
工
業
新
報
第
25
號
）
』 

工
業
新
報
社 

一
九
三
七
年 

※
八
「
旅
行
に
通
勤
に
お
な
じ
み
の
立
食
ス
タ
ン
ド
名
駅
き
し
め
ん
も
の
が
た
り
」 

杉
浦
誠
著
（
『
鉄
道
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

37
（
12
）
』 

二
〇
〇
三
年
十
二
月 

き
し
め
ん
と
名
古
屋
駅 
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